
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 鈴鹿医療科学大学 
設置者名 学校法人鈴鹿医療科学大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

保健衛生

学部 

放射線技術科学科 
夜 ・

通信 

3 

0 

18 21 13  

医療栄養学科 

管理栄養学専攻 

夜 ・

通信 
15 18 13  

医療栄養学科 

臨床検査学専攻 

夜 ・

通信 
15 18 13  

理学療法学科 
夜 ・

通信 
16 16 13  

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 

夜 ・

通信 
12 15 13  

リハビリテーション学科 

作業療法学専攻 

夜 ・

通信 
11 14 13  

医療福祉学科 

医療福祉学専攻 

夜 ・

通信 
13 16 13  

医療福祉学科 

臨床心理学専攻 

夜 ・

通信 
16 19 13  

鍼灸サイエンス学科 
夜 ・

通信 
15 18 13  

医用工 

学部 

臨床工学科 
夜 ・

通信 
0 

13 16 13  

医用情報工学科 
夜 ・

通信 
14 17 13  

薬学部 薬学科 
夜 ・

通信 
0 18 21 19  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
0 16 19 13  

（備考）理学療法学科については募集停止しているため、全学共通科目は「0」とす

る。 

 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学ホームページで一般に公表している。 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/curriculum 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 鈴鹿医療科学大学 
設置者名 学校法人鈴鹿医療科学大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
鈴鹿医療科学大学 ホームページ 「情報公開」役員名簿 
https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
公益財団法人鈴鹿市文

化振興事業団 理事長 

2019.5.30～

2023.5.29  

組織運営体制への 

チェック機能 

非常勤 
公益社団法人日本診療

放射線技師会 会長 

2019.5.30～

2023.5.29 

組織運営体制への 

チェック機能 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 鈴鹿医療科学大学 

設置者名 学校法人鈴鹿医療科学大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（以下、シラバス）は、以下の事項について明確に記載し、本学のポータ

ルサイトに登録しており、一般に閲覧可能となっている。 

・科目名、担当教員名、開講期、単位数、学年 

・必修、選択の別および対象学科、専攻  

・授業全体のねらいや概要、到達目標および毎回の授業の計画内容、到達目標、予

習復習時間、今後学ぶ科目との関連性 

・ディプロマポリシーと関連させた位置づけおよび養成したい資質、能力 

・教科書、参考書、評価方法、オフィスアワーについて 

・実務経験のある教員による授業科目であれば、教員名と実務経験の内容について

上記内容を年 1 回 1 月頃に作成し、シラバスチェック委員による内容の確認後、4

月に公表している。 

授業計画の公表方法 
https://sumsportal.suzuka-u.ac.jp/uprx/up/pk/pky001

/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

評価の方法については、授業方法（講義、演習、実験、実習等）に合わせて考えて

おり、幅広い理解が必要な場合はペーパーテスト、全体像が把握できているかチェ

ックする場合にはレポート提出、演習では参加意欲も考慮に入れる等の方法で学修

成果を判定している。また、評価方法はシラバスに記載されており、学生だけでな

く一般に公表している。 

成績の基準については、秀（100 点～90 点）、優（89 点～80点）、良（79点～70 点）、

可（69 点～60点）、不可（59 点～0点）とし、各授業科目の学修成果の評価を行い、

これに基づき、単位の授与または履修の認定を行っている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学は GPA 制度を導入しており、算出方法は、以下のとおりとし、大学ホームペー

ジで公表している。 
 

 

成績評価 評価点 GP 

秀 ９０点以上 ４．０ 

優 ８９～８０点 ３．０ 

良 ７９～７０点 ２．０ 

可 ６９～６０点 １．０ 

不可、放棄、欠席 ６０点未満 ０ 

取消 ― ― 

※１ 認 ― ― 

※１ 他大学等での修得済み単位が認定されたもの 

 

【GPA の算出方法】 

4.0×単位数＋3.0×単位数＋2.0×単位数＋1.0×単位数 

履修登録をした単位数の総数 

 

 

上記算出方法で算出した GPA は、本学ポータルサイトで記録され、各学生が自分の

ページで確認することが可能となっており、所属学科における平均 GPA 等を確認す

ることができる。 

また、当該ポータルサイトでは、各科目の成績評価点分布図を表示できる機能があ

り、授業内で公表することも可能となっている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/gakui 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学は、建学の精神および教育理念・教育目標に則り、日進月歩の科学技術を、真

に人類の健康と福祉の向上に役立たせるために、保健・医療・福祉等の分野におけ

るコラボレーションが極めて大切であると考え、①医療人として社会で自立するた

めの底力となる汎用的技能、態度、常識、健全な心と体を備えている。②外国語理

解・表現の基本的な能力を身につけ、保健・医療・福祉の国際対応や国際情報の活

用に役立てることができる。③文化・社会・科学と保健・医療・福祉のかかわりや、

社会における自身の自立について、意見を表現することができる。④保健・医療・

福祉専門領域の最先端の進歩や周辺・応用分野の状況を把握。⑤保健・医療・福祉

の専門職に求められる核となる知識について社会が求める水準まで修得。⑥保健・

医療・福祉の現場で活用できる基本的技能を修得。⑦自ら保健・医療・福祉分野の

課題を発見し、その解決に向けて科学的に探究し成果等を表現するために必要な思

考力・判断力・表現力を身につけている。⑧チームの中で適切なコミュニケーショ

ンを取ることができ保健・医療・福祉専門職として主体性を持って多様な人々と協

働して学ぶ態度を身につけている。⑨病める人や弱者の立場を理解し、思いやりの

心を共感的態度で伝えることができる。⑩保健・医療・福祉の倫理観を理解し、患

者や家族の秘密を保持し社会の規律を遵守できる。以上、10項目のディプロマポリ

シーを修得し、学則に定める所定の卒業要件を満たした者に、学士の学位を授与し

ている。なお、卒業に必要な単位は、放射線技術科学科は 128 単位以上、医療栄養

学科は管理栄養学専攻 135 単位以上、臨床検査学専攻 124 単位以上、理学療法学科

（募集停止）128 単位以上、リハビリテーション学科は理学療法学専攻 130 単位以

上、作業療法学専攻 126 単位以上、医療福祉学科は医療福祉学専攻 124 単位以上、

臨床心理学専攻 124 単位以上、鍼灸サイエンス学科は 134 単位以上、臨床工学科は

138 単位以上、医用情報工学科は 126 単位以上、薬学科は 188 単位以上、看護学科

は 125 単位以上を修得する必要があり、修得した者は教授会の議を経て､学長が卒業

を認定する。大学全体および各学科・専攻のディプロマポリシーおよび卒業の要件、

卒業判定の手順については、大学ホームページで一般に公表している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/regulations 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 鈴鹿医療科学大学 

設置者名 学校法人鈴鹿医療科学大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/report

大学広報誌（ホームページに掲載） 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/report

大学広報誌（ホームページに掲載） 

財産目録 
ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/report

大学広報誌（ホームページに掲載） 

事業報告書 
ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/report 

監事による監査報告（書） 
ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/report 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：         対象年度：         ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：基本計画 2015  対象年度：2015 年度より長期計画を策定し、同時

に第 1期中期計画（3年間）及び第 2期中期計画 3年間の 2年目） 

公表方法：公表方法：大学ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/01/kihonhoushin_2015.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：鈴鹿医療科学大学ホームページ

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/jikohyoka 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：鈴鹿医療科学大学ホームページ

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/jikohyoka 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保健衛生学部 

教育研究上の目的（公表方法： 
https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/06/gakusoku_academics.pdf） 

（概要）本学建学の精神及び教育の理念に基づき、保健衛生学部に、放射線技術

科学科、医療栄養学科、理学療法学科（募集停止）、リハビリテーション学科、

医療福祉学科、鍼灸サイエンス学科を設置し、放射線、磁気共鳴等を使う医療、

健康と栄養、臨床検査、理学療法、作業療法、介護・福祉、臨床心理、鍼灸医療

等に関する諸科学及び医学について最新で高度な教育・研究を行うことによって、

優れた専門知識と技術、医療人にふさわしい教養と人間性を身につけた人材を育

成することを目的とする。 

 

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy） 

（概要）本学では学科ごとにディプロマポリシーを設定しているが、以下のとお

り、概ね大学全体としてのディプロマポリシーに準拠している。 

①医療人として社会で自立するための底力となる汎用的技能、態度、常識、健全

な心と体を備えている。②外国語理解・表現の基本的な能力を身につけ、保健・

医療・福祉の国際対応や国際情報の活用に役立てることができる。③文化・社会・

科学と保健・医療・福祉のかかわりや、社会における自身の自立について、意見

を表現することができる。④保健・医療・福祉専門領域の最先端の進歩や周辺・

応用分野の状況を把握。⑤保健・医療・福祉の専門職に求められる核となる知識

について社会が求める水準まで修得。⑥保健・医療・福祉の現場で活用できる基

本的技能を修得。⑦自ら保健・医療・福祉分野の課題を発見し、その解決に向け

て科学的に探究し成果等を表現するために必要な思考力・判断力・表現力を身に

つけている。⑧チームの中で適切なコミュニケーションを取ることができ保健・

医療・福祉専門職として主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身につ

けている。⑨病める人や弱者の立場を理解し、思いやりの心を共感的態度で伝え

ることができる。⑩保健・医療・福祉の倫理観を理解し、患者や家族の秘密を保

持し社会の規律を遵守できる。 

 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy） 

（概要）本学では学科ごとにカリキュラムポリシーを設定しているが、以下のと

おり、概ね大学全体としてのカリキュラムポリシーに準拠している。 

1）本学は、5 つの教育目標に基づいた学位授与方針を修得するための科目群を低

学年（基礎分野）から高学年（専門分野）へ、適切な順序で配置し、それぞれに

効果的な教育方法と適切な学修評価方法を採用する。 

2）全学生が円滑に社会から期待される水準に到達できるよう、「何ができるよう



  

になったか（アウトカム）」に照準を合わせたムリ･ムラ･ムダのない一貫した教

育課程を編成し、学生の習熟度に応じたきめの細かい支援と心理面のサポートを

行う。 

3）教育方法としては講義、演習、実習という従来の枠組みとともに、体験型学習、

ワークショップ、課題探究型学習、多職種連携実践など、チームの中での課題探

究を通して主体的に学習する態度を育む教育方法（アクティブ・ラーニング）を

活用する。 

4）学修評価方法としては、従来からの知識・思考確認試験やレポートに加えて、

技能・態度を適切に評価するための評価尺度（ルーブリックなど）や、学生の行

動記録に基づいた学修ポートフォリオなどを活用し、学位授与方針や授業形態に

適した評価方法を採用する。 

5）学位授与方針ごとに、大学全体として共通する教育課程編成方針を示す。 

 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy） 

（概要）本学では学科ごとにアドミッションポリシーを設定しているが、以下の

とおり概ね大学全体としてのアドミッションポリシーに準拠している。 

・入学選抜の方針「①保健・医療・福祉の専門的知識・技能を学ぶことができる

基礎学力を持つ人，②科学的な思考力・判断力・表現力の基礎が備わっている人」

に対応する学力の評価については個別学力試験、センター試験を利用し、高等学

校の調査書、推薦書、面接における口頭試問、作文も活用する。 

・入学選抜の方針「③保健・医療・福祉領域で活躍しようという目的意識が明確

で、自ら学ぼうとする意欲のある人，④病める人や弱者の立場に立って思いやる

ことができる人,⑤いのちの尊厳を理解し、社会の規律を守ることができる人，⑥

多様な人々と適切なコミュニケーションを取り協働できる人」に対応する能力の

評価については、面接、高等学校の調査書、推薦書、作文、志望動機書によって

評価する。 

・AO 入試、推薦入試、一般入試 A 日程、B 日程、センター利用方式、社会人特別

選抜の各入試形態により、学力と学力以外の評価の重みの比率や、評価の手段が

異なる。一般入試 A日程、B日程、センター利用方式では学力評価の重みが大きく、

AO 入試、推薦入試では、学力以外の能力評価の重みが大きくなる。 

 

 

 

 

 

学部等名 医用工学部 

教育研究上の目的（公表方法： 
https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/06/gakusoku_academics.pdf） 

（概要）本学建学の精神及び教育の理念に基づき、医用工学部に臨床工学科と医用

情報工学科を設置し、医学と工学分野の最先端科学技術を積極的に医療に活用でき

る学際的な教育・研究をとおして、高度な専門知識と技術及び医療人にふさわしい

教養と人間性を身につけた人材を育成することを目的とする。 

 



  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy） 

（概要）本学では学科ごとにディプロマポリシーを設定しているが、以下のとおり、

概ね大学全体としてのディプロマポリシーに準拠している。 

①医療人として社会で自立するための底力となる汎用的技能、態度、常識、健全

な心と体を備えている。②外国語理解・表現の基本的な能力を身につけ、保健・

医療・福祉の国際対応や国際情報の活用に役立てることができる。③文化・社会・

科学と保健・医療・福祉のかかわりや、社会における自身の自立について、意見

を表現することができる。④保健・医療・福祉専門領域の最先端の進歩や周辺・

応用分野の状況を把握。⑤保健・医療・福祉の専門職に求められる核となる知識

について社会が求める水準まで修得。⑥保健・医療・福祉の現場で活用できる基

本的技能を修得。⑦自ら保健・医療・福祉分野の課題を発見し、その解決に向け

て科学的に探究し成果等を表現するために必要な思考力・判断力・表現力を身に

つけている。⑧チームの中で適切なコミュニケーションを取ることができ保健・

医療・福祉専門職として主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身につ

けている。⑨病める人や弱者の立場を理解し、思いやりの心を共感的態度で伝え

ることができる。⑩保健・医療・福祉の倫理観を理解し、患者や家族の秘密を保

持し社会の規律を遵守できる。 

 

 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy） 

（概要）本学では学科ごとにカリキュラムポリシーを設定しているが、以下のとお

り、概ね大学全体としてのカリキュラムポリシーに準拠している。 

1）本学は、5 つの教育目標に基づいた学位授与方針を修得するための科目群を低

学年（基礎分野）から高学年（専門分野）へ、適切な順序で配置し、それぞれに効

果的な教育方法と適切な学修評価方法を採用する。 

2）全学生が円滑に社会から期待される水準に到達できるよう、「何ができるよう

になったか（アウトカム）」に照準を合わせたムリ･ムラ･ムダのない一貫した教育

課程を編成し、学生の習熟度に応じたきめの細かい支援と心理面のサポートを行

う。 

3）教育方法としては講義、演習、実習という従来の枠組みとともに、体験型学習、

ワークショップ、課題探究型学習、多職種連携実践など、チームの中での課題探究

を通して主体的に学習する態度を育む教育方法（アクティブ・ラーニング）を活用

する。 

4）学修評価方法としては、従来からの知識・思考確認試験やレポートに加えて、

技能・態度を適切に評価するための評価尺度（ルーブリックなど）や、学生の行動

記録に基づいた学修ポートフォリオなどを活用し、学位授与方針や授業形態に適し

た評価方法を採用する。 

5）学位授与方針ごとに、大学全体として共通する教育課程編成方針を示す。 

 

 

 

 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/policy） 

（概要）本学では学科ごとにアドミッションポリシーを設定しているが、以下のと

おり概ね大学全体としてのアドミッションポリシーに準拠している。 

・入学選抜の方針「①保健・医療・福祉の専門的知識・技能を学ぶことができる基

礎学力を持つ人，②科学的な思考力・判断力・表現力の基礎が備わっている人」に

対応する学力の評価については個別学力試験、センター試験を利用し、高等学校の

調査書、推薦書、面接における口頭試問、作文も活用する。 

・入学選抜の方針「③保健・医療・福祉領域で活躍しようという目的意識が明確で、

自ら学ぼうとする意欲のある人，④病める人や弱者の立場に立って思いやることが

できる人,⑤いのちの尊厳を理解し、社会の規律を守ることができる人，⑥多様な

人々と適切なコミュニケーションを取り協働できる人」に対応する能力の評価につ

いては、面接、高等学校の調査書、推薦書、作文、志望動機書によって評価する。 

・AO 入試、推薦入試、一般入試 A日程、B 日程、センター利用方式、社会人特別選

抜の各入試形態により、学力と学力以外の評価の重みの比率や、評価の手段が異な

る。一般入試 A日程、B日程、センター利用方式では学力評価の重みが大きく、AO

入試、推薦入試では、学力以外の能力評価の重みが大きくなる。 

 

 

 

 

 

学部等名 薬学部 

教育研究上の目的（公表方法： 
https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/06/gakusoku_academics.pdf） 

（概要）本学建学の精神及び教育の理念に基づき、薬学部に薬学科を設置し、薬学

諸科学について高度で最新の理論・技術、医学、医療科学等の教育・研究及び教養

教育を行うことによって、優れた人間性と高い倫理観を持ち医療に貢献でき、幅広

く質の高い教養と国際性を身につけるとともに、科学的根拠に基づく論理的思考、

問題解決能力、新しい医療技術とライフサイエンスの発展に貢献できる薬剤師を育

成することを目的とする。 

 

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/academics/ps/ps/policy） 

（概要）薬学を専攻し、5つの教育目標について、下記の 12項目を修得した学生に

学士（薬学）の学位を授与する。（具体的には、薬学部薬学科において 6 年以上在

学し、教育課程編成方針に沿って設定された授業科目を履修し、所定の単位を修得

することが学位授与の要件です。修得すべき科目には講義、実習、演習、卒業研究

が含まれる。） 

①医療人として社会で自立するための底力となる汎用的技能、態度、常識、健全な

心と体を備えている。②外国語理解・表現の基本的な能力を身につけ、保健・医療・

福祉の国際対応や国際情報の活用に役立てることができる。③文化・社会・科学と

保健・医療・福祉のかかわりや、社会における自身の自立について、意見を表現す

ることができる。④薬学の最先端の進歩や周辺・応用分野の状況を把握している。



  

⑤薬剤師に求められる核となる知識について社会が求める水準まで修得している。

⑥保健・医療・福祉のニーズや高度化する医療に実践的に対応できる薬の専門家と

しての薬学的ケア力を身につけている。⑦科学的な根拠に基づいて医療・薬学にお

ける課題を解決できる思考力、判断力、表現力を身につけている。⑧生涯にわたる

探究心と学習意欲を保ち、医療・薬学の発展に寄与できる能力を身につけている。

⑨チームの中で適切なコミュニケーションをとることができ、主体性を持って多様

な人々と協働して学ぶ態度を身につけている。⑩次の世代を担う人材を育成する意

欲と態度を身につけている。⑪病める人や弱者の立場を理解し、思いやりの心を共

感的態度で伝えることができる。⑫保健・医療・福祉の倫理観を理解し、患者や家

族の秘密を保持し、社会の規律を遵守することができる。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/academics/ps/ps/policy） 

（概要） 

1）学位授与方針項目を修得するための科目群を低学年（基礎分野）から高学年（専

門分野）へ、適切な順序で配置し、それぞれに効果的な教育方法と適切な学修評価

方法を採用する。 

2）全学生が薬学教育モデル・コアカリキュラム）を核とする専門的知識・技能・態

度について期待される水準に到達できるよう、「何ができるようになったか（アウ

トカム）」に照準を合わせたムリ･ムラ･ムダのない一貫した教育課程を編成し、学

生の習熟度に応じたきめの細かい支援と心理面のサポートを行う。 

3）医療人として社会で自立するために共通に必要な汎用的技能や態度、常識、健全

な心と体について学ぶ特色ある初年次教育である「医療人底力教育」を行う。 

4）保健・医療・福祉の発展に寄与できるよう、薬学における最先端の状況を把握す

ることのできる本学科ならではの専門教育を行う。 

5）教育方法としては、講義、演習、実習という従来の枠組みとともに、体験型学習、

ワークショップ、課題探究型学習、多職種連携実践などチームの中での課題探究を

通して主体的に学習する態度を育む教育方法（アクティブ・ラーニング）を活用す

る。 

6）学修評価方法としては、従来からの知識・思考確認試験やレポートに加えて、技

能・態度を適切に評価するための評価尺度（ルーブリックなど）や学生の行動記録

に基づいた学修ポートフォリオなどを活用し、学位授与方針や授業形態に適した評

価方法を採用する。 

7）各科目の合否の判定（単位認定）に加えて GPA による評価を活用します。 

8）学生が自らの学修行動を振り返り、自己の改善に結びつける活動（PDCA 活動）

を促す。 

9）薬学科としての学修評価は、専門的知識については、単位認定者の割合や GPA に

加えて薬剤師国家試験の成績を活用します。技能や態度については、各科目の評価

尺度（ルーブリックなど）を用いた評価結果に加えて全学的な学修行動調査や意識

調査により評価する。 

10）学修評価結果や教学についてのさまざまなデータを大学として分析することに

より（IR）、学生の立場に立った授業や教育課程の改善（FD 活動）を不断に継続し

ていく。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/academics/ps/ps/policy） 



  

（概要） 

1）薬学の専門的知識・技能を学ぶことができる基礎学力を持つ人 

2）科学的な思考力・判断力・表現力の基礎が備わっている人 

3）薬剤師として活躍しようという目的意識が明確で、企画力、判断力、実行力など

の実践的問題解決能力を身につけ将来社会に貢献することに意欲を持つ人 

4）病める人や弱者の立場に立って思いやることができる人 

5）いのちの尊厳を理解し、社会の規律を守ることができる人 

6）多様な人々と適切なコミュニケーションを取り協働できる人 

 

 

 

 

学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法： 
https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/06/gakusoku_academics.pdf） 

（概要）本学建学の精神及び教育の理念に基づき、看護学部に看護学科を設置し、

確固たる医療人としての職業意識をもち、豊かな人間性と倫理観を培い、チーム

医療の一員として地域・在宅医療に貢献できる専門的に高い資質をもった看護専

門職者を育成することを目的とする。 

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/academics/ns/ns/policy） 

（概要）本学では学部、学科ごとにディプロマポリシーを設定しているが、以下

のとおり、概ね大学全体としてのディプロマポリシーに準拠している。 

①医療人として社会で自立するための底力となる汎用的技能、態度、常識、健全

な心と体を備えている。②外国語理解・表現の基本的な能力を身につけ、保健・

医療・福祉の国際対応や国際情報の活用に役立てることができる。③文化・社会・

科学と保健・医療・福祉のかかわりや、社会における自身の自立について、意見

を表現することができる。④看護専門領域の最先端の進歩や周辺、応用分野の状

況を把握している。⑤看護専門職者に求められる核となる知識について社会が求

める水準まで修得している。⑥看護の現場で活用できる基本的技能を修得してい

る。⑦自ら保健・医療・福祉分野の課題を発見し、その解決に向けて科学的に探

究し成果等を表現するために必要な思考力・判断力・表現力を身につけている。

⑧自己省察を通して看護専門職者としての課題を明らかにし、生涯にわたり自己

成長を遂げていくことができる素地を身につけている。⑨チームの中で適切なコ

ミュニケーションを取ることができ保健・医療・福祉専門職として主体性を持っ

て多様な人々と協働して学ぶ態度を身につけている。⑩さまざまな健康状態にあ

る人の立場を理解し、思いやりの心を共感的態度で伝えることができる。⑪保健・

医療・福祉における倫理観を持ち、守秘義務および社会の規律を遵守して、看護

を実践することができる。 

 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/academics/ns/ns/policy） 



  

（概要）看護学専攻の学位プログラムにおいては、学位授与方針を修得するため

の科目（群）を低学年から高学年へ、基礎分野から専門分野へ適切な順序で配置

して教育課程を編成し、それぞれを効果的な教育方法で実施し、適切な学修評価

方法を採用する。 

1）医療人底力教育科目を配置し、看護専門職者としての基礎知識・技術・資質・

教養を養う。 

2）人が生涯発達し続ける存在であることや人間と環境と健康のつながりを理解す

る科目を配置し、人を全人的に理解する能力を養う。 

3）「基礎看護」「臨床看護」「広域看護」「統合」の４領域の看護専門科目を配

置し、講義・演習・実習を有機的に連動させた教育を行う。 

4）外国語コミュニケーションや国際看護の科目を配置し、多様化する社会のニー

ズや地域の国際化に対応できる能力を養う。 

5）看護倫理の科目を配置し、看護実践の学修を通して高い倫理観を育成する。 

6）看護の課題を探究する科目を配置し、知的好奇心を育み、生涯にわたり学び続

ける姿勢を形成する。 

7）保健・医療・福祉システムや多職種連携・協働を理解する科目を配置し、チー

ム医療の一員として看護の役割を果たす能力を育成する。 

8）学生参加型の主体的・探究的・実践的教育方法を主として、論理的思考力・判

断力・表現力やコミュニケーション能力を養う。 

9）学力試験・実技試験・総合的な実践力評価等、多様で適切な評価方法を用いて

評価する。 

10）さまざまな教育段階で、学生の授業評価や教員の自己評価の機会をもち、教

育改善に生かす。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/academics/ns/ns/policy） 

（概要）本学は、教育目標および学位授与方針を踏まえ、看護学を専攻しようと

する人のうち、次のような人を受け入れる。 

1）看護の専門的知識・技能を学ぶことができる基礎学力を持つ人 

2）科学的な思考力・判断力・表現力の基礎が備わっている人 

3）保健・医療・福祉領域で活躍しようという目的意識が明確で、自ら学ぼうとす

る意欲のある人 

4）人の思いや痛みを理解し、相手の立場に立って思いやることができる人 

5）いのちの尊厳を理解し、社会の規律を守ることができる人 

6）多様な人々と適切なコミュニケーションを取り協働できる人 

 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/01/organization.pdf 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人 

保健衛生学部 － 38 人 23 人 3 人 18 人 8 人 90 人 

医用工学部 － 11 人 7 人 3 人 3 人 0 人 24 人 

薬学部（6年制） － 22 人 8 人 0 人 12 人 6 人 48 人 

看護学部 － 14 人 5 人 0 人 11 人 5 人 35 人 

附置研究所 － 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

その他 － 1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 2 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 89 人 89 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：大学ホームページ 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/organization_table 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/professors_list 

 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

教育内容・方法等の開発・向上及び教員の教育活動の支援を行うことを目的とした FD 推進委員会を設置

し、授業改善を目標とした仕組み等の組織的導入の検討と実施、FD に関する研究会や講演会等の開催な

どに取り組んでいる。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保健衛生学部 360 人 394 人 109.4％ 1,300 人 1,390 人 106.9％ 0 人 0 人 

医用工学部 70 人 79 人 112.9％ 282 人 315 人 111.7％ 0 人 0 人 

薬学部 100 人 106 人 106％ 600 人 657 人 109.5％ 0 人 0 人 

看護学部 80 人 88 人 110％ 320 人 356 人 111.3％ 0 人 0 人 

合計 610 人 667 人 109.3％ 2,502 人 2,718 人 108.6％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保健衛生学部 
２９１人 

（100％） 

２２人 

（ ８％） 

２５０人 

（８５％） 

１９人 

（ ７％） 

 

医用工学部 

７１人 

  （100％） 

１人 

（ １％） 

６６人 

（９３％） 

4 人 

（ ６％） 

薬学部 
６８人 

（100％） 

２人 

（ ２％） 

６１人 

（９１％） 

５人 

（ ７％） 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/organization_table
https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public/professors_list


  

看護学部 
８８人 

（100％） 

１人 

（ １％） 

８７人 

（９９％） 

０人 

（  ％） 

合計 
５１８人 

（100％） 

２６人 

（ ５％） 

４６４人 

（９０％） 

２８人 

（ ５％） 

（主な進学先、就職先）（任意記載事項） 

 主な進学先：本学大学院、主な就職先：ＪＡ三重厚生連、三重大学医学部附属病院、三

重県立総合医療センター、伊勢赤十字病院、四日市市民病院、 

（備考） 

  

ｃ.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

保健衛生学部 
328 人 

（100％） 

248 人 

（75.6％） 

42 人 

（12.8％） 

37 人 

（11.3％） 

1 人 

（0.3％） 

医用工学部 
73 人 

（100％） 

64 人 

（87.7％） 

5 人 

（6.8％） 

4 人 

（5.5％） 

0 人 

（0％） 

薬学部 
112 人 

（100％） 

54 人 

（48.2％） 

37 人 

（33.0％） 

20 人 

（17.9％） 

1 人 

（0.9％） 

看護学部 
96 人 

（100％） 

86 人 

（89.6％） 

6 人 

（6.2％） 

2 人 

（2.1％） 

2 人 

（2.1％） 

合計 
609 人 

（100％） 

452 人 

（74.2％） 

90 人 

（14.8％） 

63 人 

（10.3％） 

4 人 

（0.7％） 

（備考）※転学科の学生は転学前の学部の「その他」に計上 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）授業計画（以下、シラバス）は、以下の事項について明確に記載し、本学の

ポータルサイトに登録しており、一般に閲覧可能となっている。 

・科目名、担当教員名、開講期、単位数、学年 

・必修、選択の別および対象学科、専攻  

・授業全体のねらいや概要、到達目標および毎回の授業の計画内容、到達目標、予習

復習時間、今後学ぶ科目との関連性 

・ディプロマポリシーと関連させた位置づけおよび養成したい資質、能力 

・教科書、参考書、評価方法、オフィスアワーについて 

・実務経験のある教員による授業科目であれば、教員名と実務経験の内容について 

上記内容を年 1 回 1 月頃に作成し、シラバスチェック委員による内容の確認後、4 月

に公表している。 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）評価の方法については、授業方法（講義、演習、実験、実習等）に合わせて

考慮しており、幅広い理解が必要な場合はペーパーテスト、全体像が把握できている

かチェックする場合にはレポート提出、演習では参加意欲も考慮に入れる等の方法で

学修成果を判定している。評価方法はシラバスに記載されており、学生だけでなく一

般に公開している。 

成績の基準については、秀（100 点～90 点）、優（89 点～80点）、良（79点～70 点）、

可（69 点～60 点）、不可（59 点～0点）とし、各授業科目の学修成果の評価を行い、

これに基づき、単位の授与または履修の認定を行っている。また、本学は、建学の精



  

神および教育理念・教育目標に則り、日進月歩の科学技術を、真に人類の健康と福祉

の向上に役立たせるために、保健・医療・福祉等の分野におけるコラボレーションが

極めて大切であると考え、①医療人として社会で自立するための底力となる汎用的技

能、態度、常識、健全な心と体を備えている。②外国語理解・表現の基本的な能力を

身につけ、保健・医療・福祉の国際対応や国際情報の活用に役立てることができる。

③文化・社会・科学と保健・医療・福祉のかかわりや、社会における自身の自立につ

いて、意見を表現することができる。④保健・医療・福祉専門領域の最先端の進歩や

周辺・応用分野の状況を把握。⑤保健・医療・福祉の専門職に求められる核となる知

識について社会が求める水準まで修得。⑥保健・医療・福祉の現場で活用できる基本

的技能を修得。⑦自ら保健・医療・福祉分野の課題を発見し、その解決に向けて科学

的に探究し成果等を表現するために必要な思考力・判断力・表現力を身につけている。

⑧チームの中で適切なコミュニケーションを取ることができ保健・医療・福祉専門職

として主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身につけている。⑨病める人

や弱者の立場を理解し、思いやりの心を共感的態度で伝えることができる。⑩保健・

医療・福祉の倫理観を理解し、患者や家族の秘密を保持し社会の規律を遵守できる。

以上 10 項目のディプロマポリシーを修得し、学則に定める所定の卒業要件を満たし

た者に、学士の学位を授与している。なお、卒業に必要な単位は、放射線技術科学科

は 128 単位以上、医療栄養学科は管理栄養学専攻 135 単位以上、臨床検査学専攻 124

単位以上、理学療法学科（募集停止）128 単位、リハビリテーション学科は理学療法

学専攻 130 単位以上、作業療法学専攻 126 単位以上、医療福祉学科は医療福祉学専攻

124 単位以上、臨床心理学専攻 124 単位以上、鍼灸サイエンス学科は 134 単位以上、

臨床工学科は 138 単位以上、医用情報工学科は 126 単位以上、薬学科は 188 単位以上、

看護学科は 125 単位以上を修得する必要があり、修得した者は教授会の議を経て､学

長が卒業を認定する。大学全体および各学科・専攻のディプロマポリシーおよび卒業

の要件、卒業判定の手順については、大学ホームページで公開している。 

 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

保健衛生学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線技術科学科 128 単位 有・無 

55 単位（1年次） 

40 単位（2年次） 

31 単位（3年次） 

17 単位（4年次） 

医療栄養学科 

管理栄養学専攻 
135 単位 有・無 

49 単位（1年次） 

49 単位（2年次） 

49 単位（3年次） 

25 単位（4年次） 

医療栄養学科 

臨床検査学専攻 
124 単位 有・無 

49 単位（1年次） 

49 単位（2年次） 

49 単位（3年次） 

20 単位（4年次） 

理学療法学科 128 単位 有・無 

48 単位（1年次） 

40 単位（2年次） 

30 単位（3年次） 

30 単位（4年次） 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 
130 単位 有・無 

48 単位（1年次） 

40 単位（2年次） 

30 単位（3年次） 

30 単位（4年次） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健衛生学部 

リハビリテーション学科 

作業療法学専攻 
126 単位 有・無 

48 単位（1年次） 

40 単位（2年次） 

30 単位（3年次） 

30 単位（4年次） 

医療福祉学科 

医療福祉学専攻 
124 単位 有・無 

50 単位（1年次） 

49 単位（2年次） 

42 単位（3年次） 

26 単位（4年次） 

医療福祉学科 

臨床心理学専攻 
124 単位 有・無 

50 単位（1年次） 

49 単位（2年次） 

47 単位（3年次） 

21 単位（4年次） 

鍼灸サイエンス学科 134 単位 有・無 

50 単位（1年次） 

49 単位（2年次） 

47 単位（3年次） 

21 単位（4年次） 

医用工学部 

臨床工学科 138 単位 有・無 

60 単位（1年次） 

46 単位（2年次） 

49 単位（3年次） 

15 単位（4年次） 

医用情報工学科 126 単位 有・無 

54 単位（1年次） 

50 単位（2年次） 

48 単位（3年次） 

33 単位（4年次） 

薬学部 薬学科 188 単位 有・無 

50 単位（1年次） 

50 単位（2年次） 

50 単位（3年次） 

50 単位（4年次） 

30 単位（5年次） 

30 単位（6年次） 

看護学部 看護学科 125 単位 有・無 

48 単位（1年次） 

48 単位（2年次） 

39 単位（3年次） 

17 単位（4年次） 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/education/gakui 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/05/

sums_no_102.pdf 

https://www.suzuka-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/09/

2018_gakushu_koudou.pdf 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：鈴鹿医療科学大学 ホームページ 「学生生活」 

https://www.suzuka-u.ac.jp/campuslife「学生生活サポート」「キャンパス紹介」 

 

 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

 

 

放射線技術科学科 

 

1,300,000 円 

 

200,000 円 
  

 医療栄養学科 

（管理栄養学専攻） 1,000,000 円 200,000 円 
  

 

 

保健衛生

学部 

医療栄養学科 

 （臨床検査学専攻） 1,300,000 円 200,000 円 
  

リハビリテーション学科 

（理学療法学専攻） 1,400,000 円 200,000 円 
  

 
リハビリテーション学科

（作業療法学専攻） 1,400,000 円 200,000 円 
  

 
 医療福祉学科 

（医療福祉学専攻）  900,000 円 200,000 円 
  

 
医療福祉学科 

 （臨床心理学専攻）  900,000 円 200,000 円 
  

 鍼灸サイエンス学科 1,100,000 円 200,000 円   

医用工 臨床工学科 1,300,000 円 200,000 円   

学部 医用情報工学科 1,000,000 円 200,000 円   

 薬学部 薬学科 1,760,000 円 200,000 円   

看護学部 看護学科 1,400,000 円 200,000 円   

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）本学では、1年生はリメディアル教育を行っており、2年生以上は、木曜日 1

限目を空きコマにし、全学生対象の面談や、課外授業の開催、発表会や講演会の開催

等を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）（概要）各学科・専攻から、選出した教員と千代崎キャンパス、白子キャンパスの就

職・キャリア担当職員で組織した就職委員会にて、主に進路選択に係る支援に取り組んでいる。

就職ガイダンスや就職試験対策講座の運営及び学生からの進路相談や就職活動に係る相談に

関しては両キャンパスの就職・キャリア支援課担当職員が対応している。 

大学院等への進学に関しての相談は各学科・専攻の就職委員、卒業研究担当教員及び担任が対

応している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）両キャンパスに学生相談室を設置し、常時臨床心理士に相談可能な体制を整えている。

また、全学生に毎年ＵＰＩ検査（精神的健康度調査）も実施しており、その結果を健康管理セ

ンター 及び、学生相談室において情報共有を行い、必要に応じてカウンセラーとの面談を実

施している。さらに、心身に起因して生じる障がいや、修学 及び、学生生活等における困難

さの解消に対応するため、障がい学生支援委員会を中心に学生の支援に努めている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.suzuka-u.ac.jp/guide/public 

 

 


